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B16細胞におけるプアメラオイルのチロシナーゼのユビキチン化促進作用について
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【目的】チロシナーゼはメラニン生成の律速段階酵素であり､その過剰発現お

よび活性克進がメラニン生成を促進する｡当研究室ではプアメラオイルの美白作

用のメカニズムを解明するため､チロシナーゼに着目して研究を行ってきた結果､

B16細胞においてプアメラオイルがチロシナーゼのmRNA発現量には影響せず､タ

ンパク質量を減少させること､プロテアソーム阻害剤である MG132を用いた時､

プアメラオイルによって誘導されるチロシナーゼタンパク質量の減少が抑制され

ることを確認した｡そこで､本研究ではチロシナーゼ分解に関してプアメラオイ

ルのユビキチンープロテアソーム-の影響を検討した｡

【方法】B16細胞にメラノサイ ト刺激ホルモンであるα-MSHを加えチロシナー

ゼが過剰発現する条件下で､プアメラオイルを添加し､培養後タンパク質を抽出

した｡抽出物に抗チロシナーゼ抗体を用いて､免疫沈降を行った｡その後､抗ユ

ビキチン抗体を用い､ウェスタンブロッティング法によりチロシナーゼのユビキ

チン化されている割合を確認した｡

【結果と考察】プアメラオイルを添加した細胞では､非添加細胞に比べ､ユビ

キチン化されたチロシナーゼの量が増加していた｡この結果より､プアメラオイ

ルはユビキチン化チロシナーゼの量を増加させ､プロテアソームによるチロシナ

ーゼの分解を促進させることで､チロシナーゼのタンパク質量を減少させると考

えられた｡


